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研究内容： 宇宙マイクロ波背景放射を用いた観測的宇宙論 

 

宇宙はどうやってはじまったのか？どのように進化してきたのか？この先どうなるのか？ 

 

これらを解明するカギとなるのが宇宙最遠方から来る宇宙マイクロ波背景放射(CMB)です。 

CMB は宇宙誕生から約 37 万年後に放たれた光で、それ以前は電子と光の衝突により見通すことができないため、CMB は

観測可能な最も昔の光となっています。CMB は初期宇宙に大爆発と元素合成が起こったとするビッグバン理論の証拠であ

り、CMB の特殊な偏光パターンの観測から、宇宙の最初期に起こったと考えられているインフレーションの証拠も見つかると

期待されています。また、CMB は放たれてから我々のところに届くまで約 138 億年もの間宇宙空間を旅してきており、宇宙

の組成や形、銀河の分布などに関する多くの情報を持っています。CMB の観測から宇宙進化の歴史を紐解こうとしていま

す。 

CMB は全天でほぼ一様の明るさで観測されますが、非常に小さい揺らぎがあり、この揺らぎの観測によって宇宙の進化 

史を追うことができます。微小な CMB の揺らぎを検出するためには、我々のいる銀河系の中にある天体が発する光を正確

に理解し、精度よく取り除く必要があります。特に銀河系内に存在する塵からの熱放射は深刻であり、それらの特性の解明

や除去方法の開発を行っています。 

また、CMB の観測と CMB より近傍にある銀河の観測結果が矛盾しているとの報告があり、それらの問題を解決するため 

に、理論、観測の両面から研究を行っています。 
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